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載

量

調
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車

政

府

の

管

繕

購
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制

度
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・

主

主

博

士

一

川

戸

正

雄

蓄

積

理

論

の

一

考

察

・

・

・

・

・

・

五

千

博

士

高

田

保

馬

人
同
事
的
枇
曾
折
口
皐
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
文
月
二
博
士
米
田
庄
太
郎

田

阿

鵠

酬

会
輸
出
再
禁
止
後
の
財
界
三
財
政
・
・
・
怒
川
市
博
土
沙
見
三
郎

研

究

我
が
困
の
都
市
経
費
、
、
』
都
市
人
口
・
・
・
将
夜
間
イ
士
小
山
田
小
七

大
量
観
察
代
用
法
に
就
い
て
・
・
・
-
将
湾
県
土
地
川
虎
三

歴
史
的
費
展
川
市
見
た
る
世
界
不
況
・
-
経
済
同
十
士
松
岡
孝
児

助
郷
制
度
に
就
い
て
・
・
・
・
・
何
合
併
串
士
黒
羽
兵
治
郎

競

売

恩

師

シ

ャ

ン

ツ

教

授

を

悼

む

・

・

法

月

中

博

士

紳

戸

正

雄

瑞
西
の
穀
物
事
責
制
・
・
・
・
・
-
純
一
泊
康
士
八
木
芳
之
助

小
貰
企
業
何
時
棚
卸
見
切
責
山
山
・
・
怪
湾
局
十
士
大
塚
一
一
朗

附

録

新
着
外
関
経
漕
雑
誌
主
要
論
題



歴
史
的
脅
一
展
に
於
い
て
見
土
る
世
界
不
況

松

孝

見

岡

一
、
席

言言

今
日
の
世
界
経
梼
に
於
け
る
紅
湖
部
構
は
、
属
工
一
八
一
五
年
後
じ
於
け
あ
欧
洲
の
そ
れ
に
比
鞭
さ
れ
る
，

n

之
と
共
に
、
或
は
ま
た
之
に
も
増
し
て
二
入
七

O
年
前
後
に
於
け
る
狂
澗
怒
博
に
比
較
5
れ
る
。
殊
に
後
の
場
合

へ
の
閥
心
は
、
謂
は
ゆ
る
第
十
九
世
紀
の
第
三
四
竿
世
紀
に
於
げ
る
長
期
的
景
気
持
捜
動
を
示
す
卸
貰
一
般
物
債
指

教
曲
線
が
其
の
好
況
の
波
頭
を
ぱ
崩
し
て
か
ら
、
爾
後
一
入
九
六
年
に
及
ぶ
二
十
数
年
間
に
一
日
一
っ
て
多
少
の
短
期

的
景
気
盛
動
を
件
ひ
っ
つ
経
過
せ
る
、
即
ち
業
れ
自
龍
一
の
長
期
的
不
況
期
た
る
期
間
の
始
動
と
し
て
、
更
に
或

は
二
八
五

O
年
よ
り
始
ま
っ
て
一
八
九
大
年
に
至
る
約
五
十
年
を
一
週
期
と
し
て
経
過
せ
る
、
即
ち
其
れ
白
樫
不

況
よ
り
好
況
を
経
て
不
況
に
終
れ
る
一
の
長
期
的
景
気
接
動
の
峯
と
し
て
、
普
〈
人
の
注
目
す
る
と
と
ろ
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
そ
は
資
本
主
義
制
経
済
の
機
構
が
、
其
の
後
展
の
過
程
に
於
い
て
、
其
の
構
成
要
素
に
る
市
場
開

係
の
盤
化
、
生
産
技
術
の
進
歩
、
貨
幣
的
諸
要
素
に
及
ぼ
せ
る
影
響
等
々
に
よ
り
、
強
く
且
つ
激
し
く
其
の
機
構

そ
の
も
の
の
基
礎
を
揺
り
動
か
さ
れ
に
と
見
る
一
の
頓
知
を
示
す
時
期
で
め
る
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

廃
奥
的
費
展
に
於
い
て
見
も
た
る
世
界
不
況

四

第

君主

第
三
十
四
血
管

必

F£
議
遺
響
纏
濁
噛
沙
ノ

r) 例へば Ricaτdoの Bullio，，- Rep~rt ID再認識の如き
2) Dieterlen: L礼 depressiond白 pnxapr曲 187，1et en 1930(Revue d'E. P. 1930・

p.電519et sl1iv.) 



歴
史
的
表
展
に
於
い
で
見
た
る
世
界
不
況

第
三
十
四
倉

第

披

四
二
ニ

周
知
の
如
〈
、
今
日
の
不
況
は
、

一
九
二
九
年
十
月
末
の
品
ユ

1
・ョ

1
ク
・
プ

l
ム
を
契
機
と
し
て
惹
起
さ
れ

た
・
も
の
で
あ
り
、
爾
後
一
九
一
二

O
年
並
び
に
一
九
=
二
年
に
於
い
て
、
此
の
恐
慌
が
未
曾
有
の
程
度
に
ま
で
瞭
大

照参、，JP
A
 

披第昏

如
何
な
る
過
去
の
相
に
連
麟
せ
る
一
過
租
で
あ
る
か
営
省
察
す
る
の
悩
値
あ
る
こ
と
を
信
-
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
間

程
は
こ
の
意
味
に
於
い
て
、
以
下
請
は
ゆ
る
資
本
主
義
制
経
梅
炉
実
の
成
立
以
後
に
於
い
て
求
曾
有
と
耕
せ
ら

μ
ト
ド誌木/

、用b
F
 

4
a
 

のカ勢る
キ
J於に気景士博岡高

深
刻
化
さ
れ
、
其
の
結
果
其
の
強
度
と
其
の
深
度
と
に
於
い
て
稀
有
な
る
今
日
の
不
況
昧
態
を
現
出
せ
し
め
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
更
に
今
後
に
於
け
る
資
本
主
義
制
樫
梼
の
進
U
べ
き
動
向
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る

と
共
に
、
其
の
今
日
に
於
げ
る
不
況
蹴
態
其
の
も
の
が
、
資
本
主
義
制
経
済
の
一
費
展
過
程
に
於
い
て
、
そ
-
も
そ
も

る
世
界
不
況
ま
で
へ
の
経
過
事
情
、
夏
に
詳
し
く
い
へ
ば
資
本
主
義
制
経
済
の
接
展
過
桂
に
於
い
て
、
従
来
の
圃

際
経
梼
不
出
よ

h
現
段
階
に
於
け
る
世
界
経
済
不
況
に
ま
で
経
過
せ
る
其
の
不
況
過
程
を
調
象
と
し
、
之
に
封
し

て
賓
謹
的
に
分
析
と
説
明
と
を
試
み
ん
'
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

勿
論
此
の
意
味
か
ら
謂
へ
ば
、
か
く
の
如
き
分
析
と
説
明
と
は
、
厳
密
に
は
資
本
主
義
制
経
済
の
成
立
後
に
於

い
て
‘
恐
慌
乃
至
不
出
が
問
題
と
な
っ
た
時
か
ら
開
始
さ
る
‘
べ
き
で
あ
る
。
併
し
賓
際
問
題
と
し
て
、
か
く
の
如

き
時
期
が
何
時
か
ら
始
ま
る
か
は
正
確
に
謂
っ
て
問
題
を
合
か
と
こ
ろ
で
あ
る
し
、
ま
た
必
十
し
も
諸
家
の
皐
設

に
於
い
て
一
致
し
て
ゐ
な
い
。
従
っ
て
在
は
、
こ
こ
で
は
一
腰
一
八
七
三
年
に
於
け
る
恐
慌
以
後
を
問
題
と
す
る

が
、
そ
は
全
〈
資
料
其
他
の
便
宜
的
闘
係
に
基
く
も
の
で
め
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
決
し
て
直
ち
に
カ
ク
セ

Y

の一如

一
八
七
O
年
以
後
を
以
て
か
く
の
如
き
見
方
の
始
期
と
し
て
認
め
ん
'
と
す
る
主
張
に
同
十
る
も
の
で
は
な
い
。

3



今
、
か
く
の
如
き
意
味
に
於
い
て
レ
ス
キ
ュ
ー
y
の
口
町
田
口
町
g
m
E
R巳
2
2
1門

戸

O

門出宮町田門町

E
召
さ
仏
己
主
o
p

EMω
に
よ
り
-

一
八
七
三
年
以
後
に
於
け
る
重
要
不
況
時
期
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、
夫
E

一
八
七
三
年
後
、

i¥. 

八
三
年
後
、

一
九
一
二
年
後
等
に
於
け
る
期
聞
を
あ
げ
る

一
八
九

O
年
後
、

一
九

O
O
年
後
、

一
九

O
七
年
後
、

こ
と
が
で
き
る
。
在
は
此
等
の
不
況
に
封
し
、
更
に
今
日
我
々
が
如
貫
に
経
験
し
て
ゐ
る
一
九
二
九
年
後
の
不
況

ど
加
へ
、
か
く
の
如
き
凡
ゆ
る
不
況
時
期
間
に
於
い
て
、
如
何
に
資
本
主
義
制
経
済
の
構
成
諸
要
素
が
後
展
的
に

時
現
化
し
つ
つ
め
る
か
佐
賀
謹
的
に
説
明
せ
ん

t
す
る
も
の
で
あ
る
。

E
1・
三
山
守
史
、
ノ
ラ
〕

E

L

1
リ
ぎ
圭

-;uq
ノ

7
I
、

早
J

」

/

剛

柑

似

σ
カ
く
d
A
A
2
H
K
F
町
民
ド
ト
閉
山

L
T
じ

九

斗三

以
後

闘
際
聯
盟
が
特
に
主
(
の
関
心
含
ぱ
深
め
一

rct
ニ
1
3
1
「

ノ

-
)
i三
3
3
2
2ト
E
3
3

五
万
会
」
厚
長
多

K
L『
t
u
-
4
A
局忠利
τ
ノヨ
4
4ん酉
H
F
E
J

り
、
一
見
に
進
ん
で
の
或
は
ま
に
こ
れ
を
も
合
ん
で
の
経
済
的
重
要
問
題
た
る
世
界
不
況
現
象
の
基
礎
的
貫
質
的
検

討
に
は
い
り
来
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
肯
定
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
ぞ
は
正
に
一
九
三
二
年
以
後
に
於
い

て
世
界
経
済
に
提
出
さ
れ
其
の
解
決
を
要
請
さ
る
べ
き
問
題
の
一
で
あ
る
と
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
蓋
し
か

κ
、
}
〆
一
，
、
ノ
示
、
ノ
〉
3

.珂

f
J
L
t
u
寸

d
一

F・

)

-

t
、

ヂ

」

汀
ν
4
7
」

1ι
わ
し
ド

同
際
聯
盟
が
、

く
の
如
き
問
題
の
解
決
は
、
確
に
世
界
経
梼
再
組
織
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
決
定
の
上
に
重
要
不
可
換
的
な
も
の
で
あ
る

と
共
に
、
之
が
封
策
は
来
る
べ
き
世
界
経
樺
封
策
の
一
般
方
略
の
出
費
知
だ
左
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

向
特
に
此
等
の
問
題
の
展
開
に
於
い
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、

主
(
の
再
組
織
な
り
或
は
ま
た
新
組
織
な
り
へ
の

動
向
は
、
決
し
て
葉
の
本
質
に
於
い
て
偶
然
性
法
則
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
或
は
ま
た
叡

智
の
沈
潜
に
よ
っ
て
創
造
さ
る
べ
き
も
の
で
も
な
い
、
其
の
解
決
は
ど
こ
ま
で
も
歴
史
的
費
展
に
本
づ
〈
把
握
に

歴
史
的
費
展
に
於
い
て
見
た
る
世
界
不
況

第
二
披

一
一一一

第
三
十
四
巻

四

Lescure: Des crises gen台aleset pédodiq'lH!~~ de surproduction， 1923， p. 466. 
拙稿 3金問題と園際聯盟(経替主経済第二港第五披. p. 631)参照
Micheli3， U. de: Un progra皿 me'(ie' r'e(:()rl:~ tructj(in. organique de l'的ono血 ie
mondiale (Revue interDationole du T国'，ail，](931， No. 5・pp・521532) 
Gisard d'Estaing， Ed.: Le capitalisme et la crise (L'information， 1e 15 oct. 
1931)参照
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第
三
十
四
巻

第

披

問

歴
史
的
賛
同
出
に
於
い
て
見
た
る
世
界
不
況

四

回

よ
っ
て
の
み
可
能
性
含
有
つ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
在
が
、
特
に
今
日
の
不
況
更
に
は
一
九
二

O
年
l
一
九

二
一
年
の
不
況
を
ぱ
、
資
本
主
義
制
経
済
の
援
展
過
程
に
於
け
る
諸
l

の
戦
前
の
不
侃
と
の
開
聯
に
於
い
て
考
察

ぜ
ん
と
す
る
所
以
で
あ
る
o

二
、
鰹
漕
指
撮
要
素
よ
リ
見
た
る
不
況
比
較

以
上
過
〆
た
意
味
に
於
い
て
、

一
八
七
一
ニ
症
ー
よ
り
最
近
に
去
る
ま
司
令
、
資
本
主
義
制
経
梼
後
展
の
過
程
に
於
け

る
各
不
侃
の
一
般
的
比
較
の
認
識
目
標
'
と
し
て
は
、
先
づ
一
般
物
偵
指
数
が
考
へ
ら
れ
る
が
、
克
仁
4
d
k
主
一
の
内

容
に
立
入
っ
て
考
案
す
る
と
き
は
、
該
期
間
に
於
け
る
一
般
物
債
指
数
の
構
成
要
素
に
る
商
品
側
の
生
産
量
並
び

に
之
に
臆
十
る
貨
幣
要
素
が
問
題
と
な
る
。
尤
も
か
く
謂
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
も
、
艇
梼
航
強
襲
化
の
賓
相
eT
把

握
し
得
る
も
の
が
、
此
等
の
要
素
の
み
に
依
る
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
其
の
他
に
も
向
ほ
か
〈
の
如
き
傾
向
捕
梶

要
素
の
存
在
す
る
乙
と
は
勿
論
で
あ
る
。
だ
が
し
か
し
、
今
姑
〈
は
其
等
の
貼
に
は
深
〈
立
人
る
俸
裕
は
な
い
。

ぞ
こ
で
在
は
主
と
し
て
先
づ
第
一
に
州
、
一
般
物
債
指
数
、
第
二
に
問
、
生
産
量
、
第
三
に
問
、
貨
幣
要
素
を
論

じ
た
る
後
、
最
後
に
、
若
干
其
の
他
の
要
素
を
ぱ
論
守
る
で
あ
ら
う
。

也
、
物
債
l
l
物
債
を
以
て
不
況
を
語
る
に
際
し
、
従
来
最
も
標
準
'
と
さ
れ
た
も
の
は
、
卸
責
一
般
物
債
指
数

で
あ
る
。
し
か
し
歴
史
的
に
謂
っ
て
、
特
に
世
界
大
戦
前
と
大
戦
後
と
に
於
け
る
不
況
を
比
較
す
る
に
際
し
て
は
、

留
意
を
要
す
る
勤
が
め
る
リ
第
一
は
一
般
に
卸
責
一
般
物
債
指
敷
は
、
年
平
均
に
於
い
て
示
さ
れ
る
が
、
事
責
恐
慌



直
後
の
急
激
な
下
落
は
、
短
期
的
指
数
に
よ
っ
て
の
み
示
さ
れ
る
と
謂
ふ
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
第
十
九
世
紀
と

第
二
十
世
紀
と
に
於
げ
る
卸
寅
一
般
物
債
指
数
の
構
成
内
容
そ
の
も
の
に
、
品
理
化
を
来
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
こ

れ
で
あ
る
。
即
ち
前
世
組
に
於
い
て
は
卸
貰
一
般
物
債
指
数
が
、
多
く
の
工
業
原
料
品
並
び
に
原
料
食
料
品
を
以

て
作
成
さ
れ
て
ゐ
る
に
封
し
、
今
日
に
於
い
て
は
、
加
工
品
が
相
営
多
〈
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

従
っ
て
等
し
く
卸
寅
一
般
物
債
指
敷
に
就
い
て
比
較
す
る
と
し
て
色
、
そ
は
極
め
て
近
似
的
な
も
の
を
示
す
も
の

に
過
ぎ
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

以
下
試
み
に
イ
ザ

yλ
、
F

同

ア

〆

札

、

v
d
m
o
r
L
J
 

ド
イ
ツ
及
び
ア
メ

P
声
合
衆
国
の
四
ケ
岡
に
つ
き
、

各
不
出
に
剖
す
る

卸
寅
一
般
物
園
指
教
の
下
落
営
不
す
と
、
尖
の
通
り
で
あ
る
。

英
偽
濁
米
卸
責
一
一
般
物
債
下
落
百
分
率

第

表

一
!

f

!

L

一
'
a

，
L

↑

'

'

}

ノ

メ

p
カ

一

ィ

キ

リ

ヌ

一

フ

ラ

シ

ヌ

一

ド

イ

ウ

↑

合

衆

圃

一
ス
-
一
戸
イ
ス
ト
一
中
央
統
計
局
夜
啓
次
一
統
計
瓦
耳
働
局
一
統
計

一
八
七
一
二
年
J

一
八
七
五
年
一

ω
一
四
一
付
一

o
一
付
一
一
一
一
一
付
七

一
会
一
年
l
一
八
九
三
年
一
付
大
一
的
四
一
付
一
八
一

ω
む

一九
O

O

T

一九
O
一

一

年

一

付

七

一

付

五

一

村

七

五

一

歴
史
的
脅
展
に
於
い
で
見
た
る
世
界
不
況

之
に
よ
れ
ば
、
今
日
の
不
況
は
、
第
十
九

世
紀
に
於
け
る
志
の
に
比
鞍
し
て
は
勿
論
、

戦
前
に
於
げ
る
も
の
に
比
醸
し
で
も
著
し
く

は度、今其
なの 日 の
くみの深

に 不度
貫於 況を
にい特大
ぞて '1生な
の 特はら
不、徴、し
況 、 を菅め
期、示にで
問、し 其ゐ
にてのる
於 ゐ 不、。
いる況、し
てのの・か
もで深・し

第
三
十
四
巻

第

貌

一一五

四

五

rle statistiqne; mensuel Souτces: Annnaire statistique; S. D. ト1: Bu.lletin 
Wagemann: Struktur u. Rhythmus der vViァtschaft.

1892. 
1901. 

8) 

9) 
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際
史
的
安
展
に
於
い
て
見
た
る
世
界
不
ぬ

第
三
十
四
巻

第
二
競

一一六

四
二
六

亦
、
従
来
の
不
況
に
封
し
て
特
性
を
示
し
て

四

七
一

ω

二
四
一
村

一'一九 l九
前二 10
牟九 i七
期 年 | 年

一‘一
九!九

前三 10
牟ー 1 八

期 年 ( 年

(ー)1 (ー)

ゐ
る
も
の
で
め
る
。
即
ち
今
日
の
不
況
は
、

凶

之
を
卸
頁
一
般
物
債
指
数
に
就
い
て
見
る
左

き
、
大
韓
一
九
二
九
年
十
月
を
契
機
と
し
て
著
し
き
落
調
を
示
し
て
ゐ
る
こ
と
は
己
に
謹
べ
七
と
こ
ろ
で
め
る
が
、

今
日
に
於
い
て
は
其
の
後
二
ヶ
年
即
ち
二
十
四
ヶ
月
の
長
き
に
立
っ
て
向
ほ
茸
の
底
を
入
れ
て
ゐ
な
い
1

0

の
み
な

ら
?
、
其
の
時
来
に
就
い
て
も
ま
に
全
〈
不
明

J

じ
め
る
。
然
る
に
従
来
は
.
オ

1
9
ン
も
謂
へ
£
如
く
、
例
へ
ば

一
九

O
七
年
|
一
九

O
八
年
に
於
い
て
は
、

一
般
物
債
指
欝
の
下
落
は

一
ヶ
年
卸
も
十
二
ケ
丹
以
内
で
あ
り
‘

〈
ア
メ
り
カ
全
敢
闘
の
知
曹
は
四
ヶ
月
で
あ
る
V

一
九
二

O
年
|
一
九
二
一
年
に
於
い
て
は
、

多
く
の
固
に
於
い
て
、
二
十
ケ

月
前
後
を
示
し
、
特
に
イ
ン
フ
レ
エ
シ
ヨ
シ
の
存
在
せ
る
固
に
於
い
て
は
、
主
(
の
期
間
は
極
め
て
短
期
で
あ
っ
七

と
謂
は
れ
て
ゐ
る
。

併
し
卸
買
一
般
物
債
指
数
そ
の
も
の
に
よ
る
よ
り
も
、
も
し
各
国
に
於
け
る
重
要
特
定
商
品
に
つ
い
て
、
其
の

毎
月
指
敷
を
求
め
得
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ぞ
は
更
に
一
層
確
貫
に
且
つ
明
瞭
に
そ
の
園
経
梼
扶
態
の
麗
化
の
特
性

を
把
聾
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
故
に
な
は
更
に
か
〈
の
如
き
立
場
よ
り
し
て
、
以
下
イ
ギ
リ
ス
、

ア
メ
η
ノ
カ
合
衆
凶
の
三
幽
に
う
き
、
各
別
に
其
説
明
を
加
へ
る
で
あ
ら
札
。

プ
-
ア
シ
丸
、

ωイ
ギ

y
ス
に
於
げ
る
特
定
物
債
比
鞭
|
|
イ
ギ
リ
ス
い
い
於
け
る
卸
責
一
般
物
債
指
数
含
ぱ
、
更
に
植
物
性
食

料
品
、
動
物
性
食
料
品
、
鋸
産
物
並
び
に
繊
維
生
産
品
に
分
ち
、

其
の
一
八
七
三
年
よ
ち
最
近
に
至
る
ま
で
の
各

1931年春に於いてはー慮底入白観察が行はれたが事責は之と金〈反撃tであっ
売
s. D. N.: Le Cours et 
1931， p. 314・
s. D. N. : op. cit. pp・314-318
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不
況
の
貫
際
に
就
い
て
の
貰
謹
的
考
案
を
試
み
る
と
、
左
表
を
作
成
す
る
こ
'
と
が
で
き
石
C

イ
ギ
ソ
ス
特
定
商
品
債
格
騰
落
百
分
率

一

植

物

性

一

動

物

性

一

一

一

一
食
料
品
一
食
料
品
一
鎖
産
物
一
生
産
物
一

↑

)

一

)

一

)

一

、

J

E

-
-
八
七
三
年
l
一
八
七
五
年
一
一
一
二
一
一
一
一
一
二
八
↑
一

一

(

て

t

一(
J

一

(

一

一
八
九
一
年
|
一
八
九
一
一
一
年
一
付
一
一
一
一

ω
四一

ω
一一一

o
一

一
一
九
O
O
年
1
一九
O
一
一
年
一
川
二
一
什
一
一
一
斗
一
一
川
一
↓
八
一

日

一

(

一

〔

一

〈

一

(

一
一
九
O
七
年
|
一
丸
O
八年一

ω
一一

ω
一一

ω
一八一

ω

-
u
w

一
、
、
ノ
一
、
，
ノ
一
、
ノ
一
、
，
ノ

一
一
九
二
九
年
l
一
九
一
一
一
一
年
一
一
三
九
一
↑
一
四
一
↑
一
一
一
一
一

第
二
表

O 
:E: 

上
表
の
示
す
と
こ
ろ
を
一
瞥
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
我
々
は
最
近
に
於
げ
る
不
況
の
深

度
一
か
、
従
来
の
不
況
に
於
い
て
示
さ
れ
に
も

の
に
比
較
し
て
、
其
の
程
度
の
極
め
て
深
刻

な
る
も
の

T
あ
る
乙

E
T
容
易
に
知
り
特
る

こ
と
、
既
に
前
適
卸
寅
一
般
物
憤
指
数
を
検

討
せ
る
場
合
と
同
一
で
あ
る
。

併
し
な
が
ら
、

か
く
の
如
き
考
察
が
特
定
重
要
商
品
に
封
し

て
加
へ
ら
れ
た
貼
よ
り
、
更
に
細
部
に
一
H
一つ

一
八
七
三
年
以
後
の
不
況
に
於
い
て
漸
衣
下
落
し
て
ゐ
る

が
、
第
二
十
世
紀
に
は
い
っ
て
は
反
っ
て
稿
E
騰
貴
を
示
し
、
そ
し
て
最
近
に
於
け
る
不
況
に
於
い
て
特
に
激
し

て
吟
味
宇
佐
進
め
る
と
き
は
、
植
物
性
食
料
品
債
格
は
、

〈
下
落
し
て
ゐ
4
0
0

一
般
に
農
業
生
産
な
る
も
の
は
、
工
業
生
産
が
銑
盛
生
産
に
よ
っ
て
景
気
盤
動
を
一
不
す
が
如

き
と
異
り
、
業
の
牧
種
又
は
債
格
の
盤
動
は
、
景
気
麗
動
に
劉
し
因
果
関
係
を
意
味
し
得
な
い
。
唯
そ
の
認
め
ら

れ
る
勤
は
、
農
業
の
繁
柴
は
、
不
況
期
聞
を
短
縮
し
且
つ
農
業
者
の
購
買
力
を
多
少
と
も
増
加
せ
し
め
る
と
い
ふ

厩
山
奥
的
品
目
展
K
於
い
て
見
た
る
世
界
不
礼

第
三
十
四
巻

第

豊定

4二

四
二
七

Jndex f)f Sauerbeck and Stati叫によヲて Ilく6:7-187:1=1∞とし記載年聞の年平
均に於ける下落百分王者を示せる屯の
1929年前半期-1931前半期

14) 
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厩
史
的
援
展
に
於
い
で
九
た
る
世
界
不
兆

動
に
遁
ぎ
な
い
(
第
一
圃
参
照
)

0

第
三
十
四
巻

四
二
八

第

披

A 

克
に
錆
産
物
に
就
い
て
謂
へ
ば
、
そ
は
不
況
に
際
し
て
凡
ゆ
る
商
品
中
、
債
格
の
下
落
が
最
も
持
績
的
に
し
て

し
か
も
最
も
鋭
角
的
に
作
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
八
七
一
二
年
後
の
不
況
に
於
い
て
、
銑
嘩
及
び
石
炭
が
其
債
格

約
三
分
の
一
に
下
落
し
た
る
が
知
事
こ
れ
で
あ
る
。

今
以
上
の
植
物
性
食
料
品
慣
格
及
び
鋸
産
物
債
格
に
つ
き
、

一
八
六
七
年
l
一
八
七
七
年
の
卒
均
を
一

O
O
と

し

一
ヘ
六
七
年
|
一
九
一
一
一
一
年
閣
に
至
る
約
五
十
年
閣
の
債
格
盛
動
を
示
す
と
第
一
圃
の
如
く
で
あ
る
。

恥
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
特
定
物
債
比
戦
・
択
に
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
、

の
五
種
を
考
察
す
る
と
き
は
左
表
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
表
ブ
タ
ン
ス
に
於
け
る
卸
買
物
債
騰
落
百
分
率

;¥ I A 

O O 九 七
11. 七 O O 
年 年 年 年 年

A i¥ 
1L 七

'fi 
年 年

(ー)(ー)

;1.181 ムノ、 書酔

(ー}戸7
車車

i¥ 
(-) (-) 

生

匹I 糸

f弓 (ー)
銑

八七 O 五五|竺
仔31(-)戸万三}I(-)石

一一一炭
一世4 五四六

、rv、t
、

'
川

J
M多
f
f一

銑
餓
並
び
に
石
山
疏

E
A
d
H

、
、LV吋
山
叩

生
糸

川
町
最
後
に
ド
イ
ツ
に
於
い
て
は
如
何
o

A
1
r
イ
ツ
に
於
い
て
石
山
訳
、
銑
錦
、
鋼
、

羊
毛
、
綿
、
皮
革
類
の
六
種
に
つ
き
、
不

況
直
前
の
好
景
気
に
於
け
る
最
高
月
別
指

数
と
快
復
直
前
の
最
低
月
別
指
数
と
の
差

を
求
め
る
と
き
は
、
衣
の
結
果
営
得
る
。

lndex of Sauerbeck and Stati5tによー
Bulletin de la Statistique generale de Franc三:I止の動に闘しては倫ほ Dieterlen
L;I depression des prix apr白 1873et en '930 (Revue d'E. P. 1930)及び

Leno叫 M.; Etudes sur la formation et le皿 οlH'ementdes prix 1913，参照
1891--1839 19) 190← 1901 
1931年前半期と '929年平均と由比較
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第
一
圃

イ
ギ

p
x
に
於
け
る
錆
産
物
及
び
植
物
性
食
料
品
卸
貰
物
債

1

物
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暦
史
的
後
展
に
於
い
て
見
た
る
世
界
不
況

第
三
十
四
巻

第
四
表

ド
イ
ツ
に
於
け
る
卸
責
物
債
下
落
百
分
率

一

石

炭

一

銑

畿

一

一

;

一

一
八
八
四
年
l

一
八
八
六
年
一
一
一
一
六
一
見
一
四
六
一
四
二
一
一
二
三
一
一
一
一
六

一

ー

↑

一

↑

一

一

一

回

一
一
ノ
全
一
一
年
!
一
八
王
年
一
四
凶
一
間
七
十
四
八
一
一
一
一
七
一
五
五
一
一
一
一
一
一

一
一
九

O
ニ
年

l
一
九

O
一
一
一
年
一
九
十
一
一
四
七
一
一
三
一
-
一
一
一
一
プ
六
一
間
三
八
一

寸

1

1

J

i

十

1
7
i
l一

ロ
げ
イ
川
崎
直
ー
ソ
「
一
]
直
己
戸
比

一
一
九
一
一
一

O
年

l
一

九

一

ニ

長

一

九

一

八

一

六

一

羽

一

大

九

一

五

七

一

銅

ま品

皮

平六
五

四

O 

第

f虎

O 

上
表
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば

石
炭
並
に
銑
錨
を
除

t
以
外
の
四

商
品
に
つ
い
て
あ
げ
ら
れ
て
ゐ
る

下
落
は
、
歴
史
的
に
は
、
今
日
の

一
小
叫
に
於
い
で
最
も
深
刻
で
あ

る
匂
唯
此
の
間
に
あ
り

τ第
十
九

世
紀
と
第
二
十
世
紀
と
に
於
け
る

不
況
の
貫
際
に
閲
し
て
興
味
あ
る

封
照
?
な
す
も
の
は
、
銑
蟻
及
び

石
山
真
に
於
け
る
債
格
盤
動
で
あ
っ
て
、
主
(
の
擾
動
峯
は
反
っ
て
今
日
の
不
況
に
於
い
て
葉
の
度
を
減
じ
て
ゐ
る
。

蓋
じ
従
来
の
不
況
に
於
い
て
は
、
銑
錯
、
石
茨
の
如
き
商
品
は
、
其
の
他
の
商
品
に
比
較
し
て
極
め
て
敏
戚
的
な

商
品
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
第
二
十
世
紀
に
入
る
に
及
ん
で
、
漸
次
か
〈
の
如
き
重
工
業
の
方
面
に
濃
厚
と
な

り
来
っ
た
ト
ラ
ス
ト
及
び
カ
ケ
ア
Y

化
に
よ
り
、
其
の
債
格
擾
動
の
範
園
が
著
し
く
制
限
$
れ
る
に
至
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

品
川
〈
の
知
事
見
方
の
問
題
に
閲
し
て
は
、
向
ほ
原
料
品
債
格
と
加
工
品
債
格
、
生
産
財
債
格
と
消
費
財
債
格
と

¥Vagel11ann; Slruktur u. Rhythmus der ¥V'df帆'I.rbcbaft， S. 309-

1931年8月
)

j

 

y
A

今
匂

Z

2

 



に
就
い
て
、
或
は
ま
た
卸
貰
物
債
に
聾
し
て
小
貰
物
債
等
へ
の
考
察
が
問
題
と
な
る
が
、
此
等
に
閲
し
て
は
す
べ

て
他
の
機
曾
に
ゆ
づ
る
。

晶
、
生
産
量
1

1
生
産
量
に
開
し
て
は
銑
銭
、
石
山
訳
、
(
重
工
業
)
紡
績
(
軽
工
業
)
に
就
い
て
述
べ
る
。

一
側
、
銑
愚
生
産
高
は
従
来
一
一
般
に
は
景
気
盛
動
に
闘
す
る
徴
候
要
素
と
し
て
特
に
有
力
な
志
の
と
し
て
認
め
ら

れ
て
ゐ
た
炉
、
世
界
大
戦
後
に
於
い
て
、
此
の
銑
儲
生
産
高
に
到
す
る
電
要
度
は
低
下
し
て
来
た
。
蓋
し
戦
後
、

電
気
工
業
、
機
械
工
業
及
び
其
他
工
業
に
し
て
蟻
以
外
の
材
料
を
多
量
に
使
用
す
る
も
の
が
積
出
す
る
に
至
っ
た

か
ら
で
あ
ち
、

更
に
銑
儲
生
産
高
は
、

最
近
十
年
間
に
於
い
て
著
し
く
撞
頭
ぜ
る
化
事
工
業
其
他
工
業
の
活
動
力

pf
必
然
的
に
一
不
さ
な
h
か
ら
で
め
石
。
今
銑
錨
生
産
圃
た
る
イ
ギ
リ

v

ス、

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、

J

ベ

Y
ギ

l
、

ヲ
ェ

1
Jア
ン
、

及
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
圃
に
就
い
て
考
察
す
る
と
き
は
、
多
〈
の
場
合
、
其
の
生
産
の
最
低
は
恐
慌

直
後
の
年
に
現
は
れ
て
ゐ
る
が
、
其
の
最
低
年
の
最
高
年
に
劃
す
る
差
を
求
め
る
と
突
の
却
〈
で
あ
る
。

第
五
表
主
要
銑
錨
生
産
闘
の
生
産
減
少
牽
・

一
八
七
三
年
|
|
一
入
七
五
年
:
・
:
:
:
j
i
-
-
:

八バ
1

セ
ン
ト

一
八
八
三
年
|
|
一
八
八
五
年
・
E
i
-
-
J
-
E
i
-
-
:
:
一
O
パ
ー
セ
ン
ト

一八九
O
年
1
l
一
八
九
二
年

j
i
t
-
-
:
・:・・一

O
パ
ー
セ
ン
ト

一九
O
O
年
|
|
一
九
O

一
年
:
・
:
:
・
:
:
・
一
一
O
パ
ー
セ
ン
ト

一九
O
七
年
|
|
一
九
O
八年
i
-
-
E
E
-
-
:
:
:
:
二
三
パ
ー
セ
ン
ト

一九二
O
年
ー
ー
ー
一
九
一
一
一
年
・
J
J
e
-
-
-
J
E
-
-
-
F
E
-
-

・凶
O
パ
I

セ
y

ト

一
九
二
九
年
l
i
l
-
-
九
三
一
年
:
:
:
・
J

J

・-:::四
O
パ
I

セ
y

ト

歴
史
的
費
展
に
於
い
て
見
た
る
世
界
不
渇

第
三
十
四
巻

凹

第

競

.::;l， 

もしアメリカ合唱提闘を加ふるときは此の

拙書事・景気穣測法D肝先 p・日5・p・286，
;;， D. N，: op， cit. p・309・
此白頃は欧洲五大圏にヲいで謂ふ.
李は僅かに0.25%に過争ーない.
1931年は第一四半期まで
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隈
史
的
費
展
に
於
い
て
見
た
る
世
界
不
況

第
三
十
四
血
管

四

第

罰主

一一一

是
に
由
っ
て
之
を
観
る
と
き
は
、
銑
錨
生
産
そ
の
も
の
は
、
既
に
地
ぺ
た
や
う
に
、
世
界
大
戦
前
に
於
け
る
加

〈
、
景
気
盤
動
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
の
其
の
重
要
性
が
認
識
き
れ
な
い
に
も
拘
ら
や
、
し
か
志
向
ほ
葉
の
生

産
量
の
最
高
生
産
に
劃
す
る
減
少
百
分
率
は
、
従
来
の
か
く
の
如
き
減
少
率
に
比
較
し
て
女
第
に
加
速
度
的
に
其

の
度
を
深
め
不
況
に
閲
す
る
一
般
的
傾
向
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

刷
、
石
山
京
生
産
に
就
い
て
一
五
へ
ば
、

こ
れ
亦
世
界
大
戦
前
と
大
戦
後
と
に
於
い
て
ま
の
内
容
を
具
に
し
て
わ

る
。
蓋
し
戦
前
に
於
い
て
、
石
山
沢
生
産
の
増
減
は
、

生
産
一
一
般
の
増
械
に
比
例
し
、

し
か

E
そ
は
長
期
間
に
一
凡
つ

て
増
加
の
傾
向
ぞ
示
〕
て
ゐ
に
が
、
戦
後
仁
一
於
い
て
は
最
早
同
一
傾
向
会
示
3
示
、
特
仁
一
九
ご
九
年
後
に
於
げ

一
九
ニ

O
年
l
一
九
一
一
年
に
於
け
る
減
少
に
劃
し
著
し
い
差
を
示
し
て
ゐ
川
町
。

る
減
少
は
、

一
川
、
紡
績
に
闘
し
で
も
之
を
其
の
重
要
生
産
国
に
就
い
て
見
る
正
き
は
、

て
ゐ
る
。
今
之
を
イ
ギ

yλ
、

其
の
打
撃
は
・
次
第
に
深
刻
性
を
示
し

ド
イ
ツ
の
三
国
に
就
い
て
見
る
と
き
は
、
究
の
通
り
で
あ
ふ
。

フ
-
フ
ン
ス
、

先
づ
イ
ギ

y
ス
に
就
い
て
謂
へ
ば
、

原
棉
轍
入
の
減
少
率
は

八
七
四
年
|
一
八
七
五
年
に
於
い
て
六
バ

1
セ

ン
ト
、

一
八
八
四
年
|
一
八
八
五
年
に
於
て
一
八
バ

1
セ
ン
ト
、

一
九

O
七
年

i
一
九
つ
八
年
に
於
い
て
一
四
〆

ー
セ
シ
ト
、
戦
後
に
於
い
て
、

一
九
二

O
年
l
一
九
一
二
年
に
三
メ

1
セ
シ
ト
で
あ
っ
た
も
の
が
、

一
九
二
九
年

1
1

一
九
三

O
年
に
は
買
に
四
二
。
ρ
1
セ
ン
ト
を
示
し
て
ゐ
る
。

然
ら
ぱ
フ
ラ
ン
ス
は
如
何
c
A
1
紡
績
生
産
指
敷
に
就
い
て
之
を
見
る
と
き
葉
の
減
少
翠
は
、

一
八
八
九
年
J

九
C
O
年
に
一
日
一
っ
て
ご
ニ
バ

1
セ
ン
ト
、

一
九
二

O
年
l
一
九
一
一
一
年
に
一
日
-
っ
て
一
一
一
メ

1
セ
ン
ト
、
唯
一
九
二

27) 日 D.N.: Annuaire statistique， 1931. p. [22. 
28) S. D. N ・LeCOI田 etles phases de la depression economiq同町)ndiale1931・

pp・ 309-310



九
年
1

一
九
三

O
年
に
一
旦
っ
て
八
バ

1
セ
ン
ト
で
あ
る
が
、
こ
は
フ
ラ
ン
ス
へ
の
世
界
不
況
波
及
が
最
も
綾
慢
で

あ
る
こ
と
の
結
果
に
外
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
今
後
の
深
化
は
注
目
す
る
の
債
値
あ
る
も
の
で
あ
る
。

更
に
ド
イ
ツ
に
就
い
て
見
る
と
き
は
、
原
棉
轍
入
減
少
宰
は
一
八
七
四
年
!
一
八
七
五
年
に
一
日
一
っ
て
約
一

0.ρ

1
セ
ン
ト
を
減
じ
、

一
八
八
三
年

l
一
八
八
五
年
に
一
旦
つ
て
は
五

.
ρ
1
セ
ン
ト
、

一
九
O
七
年
l
一
九
O
八
年
に

於
い
て
も
亦
五
バ

1
セ
ン
ト
を
下
ら

F
る
宰
を
示
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
戦
後
に
於
い
て
は
、
此
の
減
少
率
は
次
第

に
は
げ
し
く
な
ち
、
従
う
て
そ
は
綿
工
業
の
生
産
指
数
へ
も
影
響
し
、
今
一
九
二
八
年

l
一
九
コ
二
年
に
一
立
っ
て

之
が
}
見
る
占
き
は
.

一
七
〆

1
セ
ン
ト
全
滅
じ
て
ゐ
る
。

な
は
生
産
指
毅
と
し
て
は
建
築
業
、
造
船
業
等
に
闘
す
忍
指
数
が
重
要
期
3
れ
る
が
、
此
等
の
も
の
及
び
諜
他

の
生
産
指
数
を
通
観
し
て
も
、
今
日
の
不
況
は
従
来
の
不
況
中
、
前
世
紀
に
於
け
る
不
況
の
大
部
分
の
も
の
に
劃

一
九

O
O
年

l
一
九

O
一
年
及
び
一
九

O
七
年

l
一
九

O
八
年
の
不
況
に
封
し
で
も
蓬
に
深
刻
性

をし
不 て
しは
て勿
ゐ言命
る田〉、
。

更
に
世
界
貿
易
の
方
面
に
於
い
て
、
業
の
貿
易
額
を
考
察
す
る
E

と
き
は
、
こ
れ
亦
其
の
賓
際
に
於
い
て
左
表
の

'
期
〈
減
少
し
て
ゐ
る
。
注
目
す
べ
き
一
方
面
で
あ
る
。

第

大

表

世

界

貿

易

額

減

少

率

、.J

一
八
七
三
年

l
l
一
八
七
四
年
・

:
J
i
-
-
:・↑

一
八
八
三
年

i
l
一
八
八
四
年
:
・
:
・
:
:
一
:
ト

五
パ
ー
セ
ン
ト

四
パ
ー
セ
ン
ト

廃
・
見
的
安
展
に
於
い
で
見
た
る
世
界
不
況

第
三
十
四
巻

第
二
披

四

S. D. N.: op. cit. p. 31 r. 
S. D. N.' op. cit. P. 311.;前ほ此の踏については Dieterlen; La d岳pres頃io日
des prix apr白 1873et en 1930 (RevueげE.P. 1930. pp. 1543-1547)参照

29) 
30) 



隔
地
史
的
資
展
に
於
い
て
見
た
る
世
界
不
兆

第
三
十
四
巻

IJLJ 

I叫

凹

第
二
務

、‘ノ

一
ん
九

O
年

l
l
一
A
九
一
年
:
・
・
:
・
什
0
・
五
パ

l
セ
y
ト

、、，ノ

一
九
O
O
年
|
|
一
九
O
一
年

j

j

:
・
・
:
一
一
パ
ー
セ
ン
ト

f
r

‘、
、.ノ

一
九

O
七
年

I
l
-
-九
O
八
年
・

E
i
-
-
-
-
↑
七
パ
ー
セ
ン
ト

、B
ノ

J

九
二
九
年
|
|
一
九
一
一
百
年
;
・
i
t
-
-
-
-
一
一
九
パ

I

セ
ト
ン

:

j

 

ロ
シ
ヤ
に
於
け
る
生
産
で
あ
る
。

ロ
シ
ヤ
は
そ
の
資
本
主
義
制
経
跨
組
織
に
封
し

最
後
に
注
意
す
べ
き
勤
は
、

て
根
本
的
に
相
違
せ
る
航
態
に
た
っ
て
ゐ
る
。
其
の
著
名
な
る
五
ヶ
年
計
主
に
本
づ
〈
生
産
政
策
は
注
目
き
れ
て

b
る
が
、
最
一
泡
二
年
に
於
け
る
生
産
の
増
加
は
特
に
市
場
問
題
と
結
ん
で
注
目
す
ペ
き
新
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
と

云
は
れ
て
ゐ
る
。
此
等
の
駄
に
闘
し
て
は
別
仁
他
の
機
舎
を
待
っ
て
研
究
し
に
い
。

側
、
貨
幣
要
素
に
闘
し
で
は
一
九
二
二
年
の
ジ
エ
ノ
ア
舎
議
に
於
い
て
、
列
圃
が
金
本
位
制
度
採
用
の
申
合
を

し
て
以
来
、
貨
幣
制
度
上
に
於
け
る
目
標
の
一
一
躍
の
決
定
を
見
た
が
、

し
か
し
そ
れ
と
共
に
金
生
産
の
毎
年
金
議

定
需
要
額
に
劃
す
る
不
足
、
ひ
い
て
は
金
の
偏
在
問
題
と
な
っ
て
敷
年
来
特
に
圃
際
聯
盟
を
中
心
と
せ
る
研
究
が

行
は
れ
る
に
至
り
、
そ
れ
左
共
に
、
貨
幣
本
位
制
度
へ
の
攻
究
も
亦
新
に
問
題
ぞ
提
出
す
る
に
至
っ
た
。
特
に
最

近
に
於
い
て
は
世
界
各
圃
聞
に
於
け
る
信
用
の
扶
乏
は
、
従
来
資
本
主
義
制
枇
舎
の
後
達
に
重
要
な
作
用
を
興
へ

来
っ
た
信
用
問
題
へ
の
反
省
を
盆
1
深
め
る
に
至
っ
た
。
此
等
の
諸
貼
に
閲
し
て
今
日
最
も
好
封
照
を
な
す
も
の

一
八
七
三
年
の
事
情
で
あ
る
。
勿
論
葉
他
の
不
況
に
際
し
で
も
屡

z
貨
幣
要
素
へ
の
反
省
乃
至
批
判
は
行
は

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
専
ら
金
生
産
問
題
並
に
貨
幣
制
度
問
題
を
中
心
と
し
、
此
等
雨
不
況
聞
に
於

lま

1920年-1921年を除外せるは此期間K於いて J土不換紙幣白ため貨幣債値安定
せず従マて比較困難なるによる
S. D. :¥.: op. Cil， pp. 269-271. 
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げ
る
比
岐
阜
乞
試
み
る
で
あ
ら
う
。

判
、
金
の
騰
貴
と
銀
の
下
落

l

一
八
四
七
年
に
於
い
て
僅
か
に
六
百
万
時
に
過
ぎ
な
か
っ
た
金
生
産
は
、

八
五
三
年
に
は
、
ォ

1
ス
ト
ラ
ソ
ヤ
及
び
カ

y
ア
オ

Y
-
一
ヤ
の
後
見
に
よ
っ
て
三
千
七
十
万
研
に
増
加
し
た
が
、

一
八
七

O
年
後
再
び
減
少
し
て
一
八
入
六
年
に
ほ
僅
か
に
一
千
九
百
六
十
万
砕
を
生
産
す
る
に
過
ぎ
ゴ
る
に
至
っ

た
。
此
の
事
情
は
、
陛
界
大
戦
後
特
に
一
九
一
二
一
年
後
に
於
い
て
生
産
ぎ
る
べ
き
令
分
量
の
減
少
が
一
九
四

O
牛

更
に
は
一
九
四
五
年
に
一
日
一
っ
て
一
層
は
げ
し
か
る
べ
し
と
さ
れ
、
金
生
産
の
牌
来
へ
の
悲
観
、
従
つ
て
は
金
本
位

制
度
へ
の
修
正
又
は
之
に
代
る
べ
さ
新
制
度
へ
の
主
張
が
行
は
れ
た
最
近
の
事
情
に
極
め
て
顎
似
ぜ
る
も
の
で
あ

更
伽

3更
に
銀
の
債
格
に
闘
し
で
も
、

一
八
七
ヘ
)
年
戦
役
後
ド
イ
ツ
の
金
本
位
制
度
抹
用
に
よ
り
急
激
に
下
落
せ
る
銀

債
格
は
、
恰
か
も
世
界
大
戦
後
に
於
け
る
金
本
位
採
用
の
た
め
、
イ
ン
ド
其
他
の
諸
闘
の
令
本
位
採
用
に
伴
ふ
銀
責

出
の
結
果
、
金
の
騰
貴
が
必
然
的
に
銀
の
暴
落
を
現
出
せ
る
も
の
に
比
較
さ
れ
る
。
前
者
に
於
い
て
は
其
後
長
〈

金
銀
複
本
位
又
は
銀
本
位
制
度
の
主
張
が
第
二
十
世
紀
の
始
め
に
一
日
一
つ
で
繰
返
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ

に
費
し
て
又
我
々
は
今
日
金
の
騰
貴
に
於
い
て
他
の
貨
幣
制
度
へ
の
主
張
と
共
に
令
銀
複
本
位
制
度
へ
の
主
張
の

更
に
新
に
繰
返
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
金
思
ふ
色
の
で
あ
る
。
此
の
勤
に
つ
い
て
は
更
仁
突
の
項
に
於
い
て
論
宇
3
。

刷
、
貨
幣
制
度
の
改
革
|
|
一
八
七
O
年
l
一
入
七
一
年
間
に
行
は
れ
た
貨
幣
制
度
改
正
並
び
に
其
の
一
般
景

気
に
及
ぽ
せ
る
影
響
は
、
己
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
要
す
る
に
此
の
勤
に
閲
し
て
注
意
す
べ
き
は
V
イ
ヅ
新

田
畑
史
的
安
展
に
於
い
で
見
た
る
世
界
不
孔

第

君主

第
三
十
四
谷

四

五:

五

拙稿ー金魚替準備にヲV て(本誌第vft号pp.74-95)参照寸ザ



陸
奥
的
稜
展
に
於
い
て
見
た
る
世
界
不
況

第
三
十
四
巻

四
三
六

第

披

一
二
大

帝
国
が
フ
ラ
ン
ス
よ
り
の
五
十
億
フ
一
ブ
シ
の
償
金
に
よ
っ
て
金
本
位
制
度
を
採
用
し
た
酷
で
あ
る
。
蓋
し
此
の
貨

融

m
制
度
上
に
投
じ
仁
一
石
は
多
〈
の
影
響
を
列
固
に
及
ぼ
し
た
か
ら
で
あ
る
。
卸
も
一
八
七
二
年
に
は
ド
イ
ツ
の

金
本
位
制
度
成
功
に
倣
び
、

月
タ
ェ

1
Jプ
ン
、

ノ

Y
ク
ェ

1
及
び
グ
ザ
J

f

I

M

F

は
令
本
山
い
佐
が
州
'
レ
ド
ド
。

「

，

l

ハ七

三
年
に
は
ア
メ

y
カ
合
衆
闘
が
銀
貨
の
錆
遣
を
停
止
し
七
が
、
更
に
一
入
七
六
年
に
銀
の
下
落
は
、
ラ
テ
ン
語
闘
を

し
て
金
の
海
外
金
本
位
闘
へ
の
揖
聞
を
避
け
忍
た
め
の
銀
貨
錆
遣
の
制
限
を
生
ぜ
し
め
た
。
業
後
、
世
界
経
梼
は

I
l
l
-
入
九
九
年
ま
で
銀
本
位
を
抹
用
し
た
イ

ν
ド
並
び
に
其
仙
の
紙
幣
中
小
位
闘
営
の
ぞ
く
と
1

1
金
本
位
制
度

ぞ
採
用
す
る
に
歪
ト

J

、
こ
の
こ
と
は
、
嘗
時
勃
興
し
来
っ
た
工
業
稜
展
の
時
代
に
於
い
て
、

一
方
に
於
い
て
新
な

与
信
用
の
増
加
を
要
求
せ
し
め
る
に
至
る
と
共
に
‘
他
方
に
於
い
て
は
盆

z其
迄
貨
幣
需
要
に
於
け
る
銀
生
産
の

一
部
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
購
買
力
の
補
充
を
必
要
な
ら
し
め
忍
に
至
っ
た
。

金
本
位
制
度
の
普
及
に
よ
り
、
二
つ
の
方
面
即
ち
信
用
の
縮
少
と
購
買
力
の
縮
少
と
を
生
ぜ
し
め
た
が
、
こ
れ

と
類
似
の
作
用
は
、
今
一
九
二
三
年
後
行
は
れ
た
貨
幣
制
度
の
改
正
後
に
於
い
て
も
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
今
一
九
二

三
年
七
月
廿
三
日
コ
ロ
ン
ピ
ヤ
の
金
先
換
再
開
よ
り
一
九
三

O
年
一
月
十
一
日
の
日
本
の
金
轍
出
解
禁
ま
で
に
行

は
れ
た
貨
幣
制
度
の
改
正
を
年
衣
的
に
あ
げ
る
と
左
の
通
り
で
ゐ
る
。

第
七
表
一
九
二
三
年
l
一
九
三
C
年
貨
幣
制
度
改
革
一
覧
表

一

年

月

日

一

園

名

十

寧

要

項

一

一

一

九

二

三

年

七

月

二

十

三

日

一

コ

ロ

ン

ピ

ャ

一

免

換

一

吹

之
を
要
す
る
に
、

一
九
二
三
年
よ
り
の

金

貨
幣
制
度
改
革
は
、

一
八
七
三
年
後
の
そ

35) Dicterlen; op. cit. p. '526. 
36) Dieterl叩;op. cil. pp. 1524-'525 
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* 輸

一

九

三

五

年

十

二

月

二

十

一

日

一

一

一

九

三

六

年

一

月

十

一

日

一

リ

一

金

魚

替

本

位

採

用

タ

十

月

二

十

五

日

一

『

一

ベ

ル

ガ

制

定

一
九
二
七
年
一
月
一
日
一

p

一

金

本

位

復

鯖

四

月

一

日

一

r
一

金

魚

替

本

位

復

蹄

一

一

エ

ス

ト

エ

ヤ

五

月

三

日

一

ェ

z

-

ャ

-

ク

ラ

ウ

ン

制

定

十

月

十

三

日

一

ポ

1

ラ

ン

γ

一

ツ

ロ

テ

イ

制

定

一

イ

リ

ヤ

↑

貨

幣

債

値

安

定

一

ェ

1

一

金

本

位

復

蹄

一
九
二
八
年
五
月

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

金

部j

定

本

位

チへ

Jレ

ギ

ヂ

コ〆

.マ

ク

イ

ユ〆

タ

ト

タ:-

十
二
月
二
十
一
日

一

日

ノ

9 
Jレ

ウ

照
臭
的
費
展
に
於
い
で
見
た
る
冊
一
界
不
品

れ
に
比
し
徹
底
的
に
行
は
れ
た
賠
が
容
易

に
理
解
さ
れ
る
。
併
し
資
本
主
義
制
経
済

国
家
が
か
く
の
如
き
制
度
の
改
革
に
よ
っ

て
の
み
世
界
経
済
の
改
革
を
圃
ら
ん

k
し

た
結
果
は
、
盆
1
今
日
の
世
界
不
況
ぞ
は

人げ
とし
雄か
もら
之，し
なめ
否て
定ゐ
する

""、ー
らと
のは
は
な今
い+日

O 何

D
.
其
他
要
素
|
最
近
世
界
不
況
比

鞭
の
一
般
的
要
素
に
閥
し
で
は
以
上
過
べ

た
る
が
如
く
で
あ
る
が
、

こ
は
素
よ

h
其

他
に
も
向
ほ
同
一
作
用
を
な
す
要
素
の
存

在
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
向
ほ
最

近
の
不
況
に
至
つ
て
は
、
之
を
従
来
の
不

況
事
情
と
比
較
す
る
と
き
、
或
は
金
魚
替

準
備
の
制
度
、
或
は
消
費
信
用
、
或
は
取

引
所
取
引
の
発
展
、
生
産
者
企
業
協
定
、

第
三
十
四
巻

第

貌

一
一
一
七

四一一一七

拙稿:金魚替準備にづいてぐ木誌第三十二容第三披); Mlynarski 
じentralBanks参照
i止四方面よりの研究は、不礼が従来の岡際的のものから、今日の世界的のも
のに費展せる事情を最も明確に理解せしめる。此の黙については巳に本誌第
34'巻第 X披拙楠に於いては若干ふれたと ιろであるが向ほ他の機舎に於いて
詳論したい。特に Wagemann: St四kturu. R..hythmusl，邑.65-121参照
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庵
史
的
費
国
庫
に
於
い
で
見
た
る
世
界
不
兆

第

披

/¥. 

第
三
十
四
谷

開
税
政
策四
等三
:々:):")八

従
来

な
き
新
要
素
の
会

'" 7L ク '" 
一九

寸ー 年 十
~ 

互Eノ、

月 月 月 月 月

一 十
十 七 十 十
七 i¥ 五 四
日 日 日 日 日

アチ ノレ フザ フ ギ

キ エ
Yレ

アコ ラ り
. ーマ ヵー

p ン 忌〆

'Y ヤ ヤ ス ヤ

~ ヨタ

一一
加
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る

が
、
此
等
に
就
い
て
は
亦
別
の
機
曾
ぞ
待

っ
て
設
遁
せ
ん
L
」
す
あ
も
の
で
あ
4
0
0

一
二
、
結

言

一
九
三

O
年

一
月
十
一
日

本

1輸

出

解

禁

金

日

山
上
堪
ぺ
に
る
意
味
に
於
い
て
、
不
況
は
大
関
‘
世
界
大
戦
前
よ
り
大
職
経
ド
及
ん
セ
盆
1
探
到
L
」
な
っ
て
き

た
こ
と
が
一
般
的
に
窺
は
れ
る
が
、
更
に
業
中
に
於
い
て
も
不
況
の
特
性
は
世
界
大
戦
を
界
と
し
て
明
か
に
匝
別

さ
れ
.
特
に
一
九
二

O
年
l
一
九
二
一
年
の
不
出
ぞ
通
じ
て
最
後
の
今
日
の
不
況
に
入
る
に
於
い
て
、
明
に
不
況

問
題
が
、
そ
の
深
度
に
於
い
て
未
曾
有
の
世
界
経
漕
不
況
に
は
い
っ
て
来
た
こ
と
を
認
め
.5
る
を
得
な
い
。

更
に
資
本
主
義
制
経
済
の
器
展
過
程
に
於
け
る
不
況
の
賓
相
は
、
業
の
不
況
の
反
覆
を
ぱ
輩
な
る
反
援
と
し
て

繰
り
返
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
く
、
決
第
に
業
の
物
償
要
素
更
に
は
商
品
生
産
要
素
、
貨
幣
要
素
英
他
に
於
い
て

盆
l
某
の
不
況
度
を
深
め
つ
つ
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
語
る
も
の
で
あ
り
、
此
の
間
の
貫
際
は
特
に
最
近
の
不

況
に
於
い
て
最
も
明
瞭
に
看
取
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
.
ま
た
極
め
て
容
易
に
理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
此

の
意
味
に
於
い
て
、
不
況
は
従
来
の
意
味
の
資
本
主
義
制
鯨
済
組
織
自
韓
日
炉
、
そ
の
不
況
要
素
の
上
に
於
い
て
盆

ー
危
殆
に
瀕
し
つ
つ
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
解
き
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

Dieterlen ~ op. cit. 1930. pp. 1529-1530. 38) 


